



　バドミントン競技は、1 対 1 または 2 対 2 でネット
を挟みシャトルコックを打ち合う競技で、ラリーポイン
ト制で得点を競い合う競技である。通常、21 ポイント
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子シングルス 48 試合、105 ゲーム、女子シングルス
58 試合、126 ゲーム、男子ダブルス 29 試合、60 ゲーム、






























グルスが 19.0 分で最も長く、女子ダブルスが 16.9 分
で最も短かった。男子ダブルスと混合ダブルスはそれぞ















それぞれ、35.0 秒、30.0 秒、28.8 秒、27.7 秒であった。
あった。また、最多打数では、男子ダブルス、男子シン
グルス、混合ダブルス、女子シングルスの順で続き、そ
れぞれ、34.5 打、32.5 打、28.1 打、24.5 打であった。
　カテゴリー別では、必ずしもラウンドが上がれば最長
所要時間も最多打数も長くなるということはなかった。













の順で続き、それぞれ、9.7 秒、9.2 秒、7.8 秒、7.7 秒
であった。あった。また、最多打数では、男子シングルス、
女子シングルス、男子ダブルス、混合ダブルスの順で続






























12.3 点であるのに対して、敗者の得点はわずか 4.7 で
あった。以下、それぞれ、女子シングルスでは 12.6 点
に対して 5.0 点、男子ダブルスでは 11.2 点に対して 5.2
点、女子ダブルスでは 11.2 点に対して 4.7 点、混合ダ

















































































































勝のアレーシアの LEE 選手対中国の CHEN 選手の試合
であるが、1 ゲーム目で 17 個を使用している。このゲー
ムは、21 対 13 で LEE が勝ったのであるが、34 回のラ









































































決勝のアレーシアの LEE 選手対中国の CHEN 選手の 1
ゲーム目で 17 個を使用している。このゲームは、21




























３．Kazuma Araragi, Masahide Omori and Hirotoshi 
Iwata, 1999,Work Intensity of Women Competing in 
Official Badminton Championship Games -Estimation of 
Heart Rates during Games in Japanese Intercollegiate 
Tournaments-, J. Educ. Health Sci. Vol. 44 No.4, p644-658
４．蘭和真，大森正英，岩田弘敏，1999 年，競技バドミントン
の高強度トレーング期におけるエネルギー消費量，栄養摂取
量，血液成分の変動，岐阜大学医学部紀要，第 47 巻 ,6 号：
p215-227
５．岸一弘，塩野谷明，北京オリンピック大会におけるバドミン
トン競技のゲーム分析　　－ 男女シングルスとダブルスの公
式記録からみた一考察－，日本スポーツ方法学会第 20 回大会
号 （23 頁），2009
６．北京オリンピックバドミントン競技における女子シングルス
のゲーム分析，東海学院大学紀要，第３号：P11 ～ 16
